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↑十月二十七日、久居中町地区 
で発生した建物火災 

↑十月十五日、戸木町地内で発生した火災 
 

○
年
末
年
始
消
防
特
別
警
戒 

十
二
月
十
四
日
、
消
防
本
部
で
年

末
年
始
消
防
特
別
警
戒
に
先
駆
け
て

広
報
隊
の
出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
民
生
活
が
繁
忙
に
な

る
年
末
年
始
に
か
け
て
、
火
災
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
市
民
に
防
火
啓

発
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
で
、

消
防
職
員
三
十
人
、
広
報
車
十
四
台

が
集
結
し
ま
し
た
。 

今
年
は
、
一
月
一
日
に
美
杉
地
内

の
住
宅
火
災
で
死
者
が
出
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
に
住
宅
火
災
に
よ
り
六
人

も
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
十
二
月
十
四
日
現
在
） 

 

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
広
報

隊
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

促
進
や
広
報
誌
に
よ
る
注
意

喚
起
を
展
開
す
る
ほ
か
、
広
報

車
に
よ
る
広
報
啓
発
活
動
や
警

戒
巡
視
活
動
を
行
い
ま
す
。 

出
発
式
で
、
中
西
秀
輝
消
防
長

は
、「
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
ゼ

ロ
を
目
指
し
て
組
織
の
総
力
を

挙
げ
て
取
り
組
み
た
い
。
各
消
防

署
の
み
な
さ
ん
に
は
市
民
の
安

全
・
安
心
の
確
保
に
ベ
ス
ト
を
尽

く
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
訓

示
し
ま
し
た
。（
高
橋
直
通
） 

↑年末年始の火災予防啓発活動に出発する広報車 
 



津消防タイムズ  第４６号       平成２２年１２月２２日 

津消防タイムズは津市ホームページ http://www.info.city.tsu.mie.jp/ で御覧いただけます。 
2 

 
                             

                              

                              

                              

て
「
火
の
用
心
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

ま
た
、
と
こ
と
め
の
里
一
志
で

は
、
園
児
た
ち
の
元
気
な
演
技
も

披
露
さ
れ
、
観
覧
し
て
い
た
人
た

ち
か
ら
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。(

東
悟
史) 

 

○
全
国
消
防
音
楽
隊
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
に
参
加 

 
十
月
十
日
、
津
市
消
防
音
楽
隊
は

奈
良
県
奈
良
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第

六
回
全
国
消
防
音
楽
隊
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
に
参
加
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
「
平
城
遷
都
千
三
百
年
祭
」

の
記
念
事
業
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ

た
も
の
で
、
全
国
か
ら
二
十
一
隊
の

消
防
音
楽
隊
が
奈
良
市
に
集
結
し
ま

し
た
。 

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く

の
観
光
客
で
賑
わ
う
中
、
午
前
中
は
、

平
城
宮
跡
ま
ほ
ろ
ば
ス
テ
ー
ジ
で
コ

ン
サ
ー
ト
演
奏
を
、
午
後
か
ら
は
、

Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
か
ら
興
福
寺
ま
で
の
三

条
通
り
で
パ
レ
ー
ド
を
そ
れ
ぞ
れ
披

露
し
、
演
奏
会
を
大
い
に
盛
り
上
げ

ま
し
た
。(

笹
村
晶
紀)

 

断
幕
を
掲
げ
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

彼
ら
は
十
二
月
三
日
に
消
防
学
校

を
卒
業
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
消
防
機
関
の

第
一
戦
現
場
に
配
属
さ
れ
ま
す
。
現
在

の
「
志
」
を
忘
れ
ず
に
地
域
の
安
全
と

安
心
の
た
め
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。（
横
山
博
） 

○
三
重
県
消
防
学
校
初
任
科
生
が 

訓
練
成
果
を
披
露 

九
月
二
十
五
日
、
三
重
県
消
防
学
校

で
初
任
科
総
合
査
閲
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
四
月
に
消
防
職
員
と

し
て
採
用
さ
れ
た
三
重
県
内
の
消
防

士
八
十
三
人
が
、
半
年
間
か
け
て
習
得

し
た
火
災
や
救
助
の
知
識
・
技
術
を
地

域
の
方
々
や
家
族
等
に
披
露
し
ま
し

た
。 若

き
消
防
士
の
実
践
的
な
訓
練
に
、

息
子
の
雄
姿
を
見
に
訪
れ
た
父
兄
か

ら
は
ハ
ン
カ
チ
を
手
に
と
る
シ
ー
ン

も
見
ら
れ
ま
し
た
。 

最
後
は
自
分
た
ち
で
作
っ
た
「
支
え

て
く
れ
た 

皆
に
感
謝
！
」
と
い
う
横

○
幼
稚
園
児
が
防
火
パ
レ
ー
ド 

十
一
月
十
一
日
、
市
立
高
岡
幼
稚
園

（
一
志
町
高
野
）
の
園
児
が
、
秋
の
火

災
予
防
運
動
に
併
せ
て
、
防
火
パ
レ
ー

ド
を
実
施
し
ま
し
た
。 

同
幼
稚
園
か
ら
と
こ
と
め
の
里
一

志
ま
で
の
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道

の
り
を
、
お
揃
い
の
法
被
を
着
た
園
児

達
が
、
大
き
な
声
で
拍
子
木
に
合
わ
せ

↑コンサート演奏を行う音楽隊 
 

↑パレードを行う音楽隊 

↑父兄たちが見守る中、救助技術を披露する初任科生 
 

↑元気よく火の用心を呼びかける幼稚園児 
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○
消
防
技
能
指
導
官
を
指
定 

 

十
一
月
一
日
、
久
居
消
防
署
黒
川

喜
信
南
分
署
長
、
同
署
中
田
隆
一
指

揮
隊
長
、
白
山
消
防
署
池
山
弘
消
防

担
当
副
主
幹
の
三
人
に
、
消
防
技
能

指
導
官
と
し
て
中
西
秀
輝
消
防
長
か

ら
指
定
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。 

技
能
指
導
官
制
度
と
は
、
団
塊
の

世
代
が
大
量
退
職
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
消
防
実
務
に
関
す
る
専
門
的
技
術

や
知
識
を
有
す
る
職
員
が
、
若
手
職

員
に
将
来
に
わ
た
り
確
実
に
そ
の
技

能
を
継
承
し
、
消
防
力
の
一
層
の
高
度

化
、
専
門
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

県
内
の
消
防
機
関
と
し
て
初
め
て
津

市
消
防
が
今
年
度
か
ら
導
入
し
た
制

度
で
す
。 

 

三
重
県
防
災
航
空
隊
の
初
代
副
隊

長
や
水
難
救
助
隊
長
を
勤
め
た
黒
川

分
署
長
は
陸
・
海
・
空
の
救
助
技
術

の
高
さ
が
、
中
田
指
揮
隊
長
は
広
報

誌
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
作
成
に

係
る
高
い
消
防
広
報
技
能
が
、
池
山 

内
敏
明
院
長
は
、「
こ
の
よ
う
な

表
彰
を
受
け
光
栄
で
す
。
今
後
も

地
域
医
療
の
担
い
手
と
し
て
、
微

力
な
が
ら
貢
献
し
た
い
と
思
い

ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

（
羽
田
充
洋
） 

 

担
当
副
主
幹
は
音
楽
隊
の
創
設
に

尽
力
し
、
そ
の
音
楽
技
術
に
係
る

指
導
力
が
そ
れ
ぞ
れ
認
め
ら
れ
、

消
防
技
能
官
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
指

定
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

 

指
定
書
を
受
け
取
っ
た
中
田
指

揮
隊
長
は
「
広
報
業
務
で
培
っ
た

知
識
、
技
術
を
一
人
で
も
多
く
の

職
員
に
伝
授
し
た
い
。
」
と
述
べ

て
い
ま
し
た
。
（
高
橋
直
通
）

○
新
消
防
団
キ
ャ
ッ
プ
の
貸
与
式 

十
月
二
十
五
日
、
消
防
本
部
に
お
い

て
津
市
消
防
団
新
ア
ポ
ロ
キ
ャ
ッ
プ

の
貸
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

本
年
四
月
か
ら
市
内
各
地
域
の
十

消
防
団
は
、
津
市
消
防
団
と
し
て
一
つ

に
改
編
さ
れ
こ
と
を
受
け
、
ア
ポ
ロ
キ

ャ
ッ
プ
を
一
新
し
て
統
一
し
ま
し
た
。

形
は
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
キ
ャ
ッ
プ
の

よ
う
に
や
さ
し
く
丸
み
を
お
び
て
お

り
、「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
」
と
い
う
文
字
を
大
き

く
強
調
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
新
ア
ポ
ロ
キ
ャ
ッ
プ
に
は

「
絆
」「
希
望
」
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
ほ
か
に
、
消
防
団
の
活
性

化
や
憧
れ
る
消
防
団
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
づ
く
り
な
ど
も
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。 新

し
い
思
い
が
込
め
ら
れ
た
帽
子

に
地
域
の
安
全
と
安
心
の
た
め
に
、
よ

り
一
層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
横
山
博
） 

○
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞 

総
務
省
消
防
庁
は
、
九
月
九
日
の

「
救
急
の
日
」
に
、
ス
ク
ワ
ー
ル
麹

町
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
、
平
成

二
十
二
年
度
救
急
功
労
者
表
彰
を
行

い
、
特
定
医
療
法
人
同
心
会
遠
山
病

院
（
南
新
町
）
が
総
務
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。 

当
病
院
は
、
救
急
搬
送
患
者
を
受

け
入
れ
る
二
次
救
急
の
基
盤
と
な
る

救
急
医
療
体
制
の
構
築
と
地
域
の
救

急
医
療
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

今
回
表
彰
さ
れ
た
遠
山
病
院
の
竹

○
防
災
の
意
識
を
高
め
て 

十
月
十
七
日
、
市
立
雲
出
小
学

校(

雲
出
本
郷
町)

に
お
い
て
、
三

重
県
交
通
安
全
協
会
が
主
催
で

第
五
回
雲
出
地
区
総
合
フ
ェ
ア

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

「
防
災
・
交
通
安
全
意
識
の
高
揚

を
図
り
、
併
せ
て
地
域
住
民
の
交

流
と
ふ
れ
あ
い
と
親
睦
」
を
目
的

と
し
て
、
平
成
十
八
年
か
ら
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

↑指定書を受け取る中田指揮隊長 
 

↑新消防団アポロキャップの貸与式の様子 

↑総務大臣表彰を受賞した竹内院長 
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期
消
火
訓
練
、
災
害
時
に
よ
る
ト
リ

ア
ー
ジ
訓
練
及
び
は
し
ご
車
に
よ
る

救
出
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

 
訓
練
終
了
後
、
久
居
消
防
署
の
上

杉
初
男
副
署
長
は
、
「
寒
さ
が
厳
し

く
な
り
、
火
を
使
う
機
会
が
増
え
ま

す
。
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
」
と
講
評
す
る
と
、

施
設
職
員
か
ら
は
、
「
絶
対
火
事
は

起
こ
し
ま
せ
ん
。
」
と
こ
た
え
て
い

ま
し
た
。
（
槇
田
功
） 

フ
ェ
ア
に
参
加
し
た
久
居
消
防
署

南
分
署
は
、
煙
体
験
、
応
急
手
当
、

消
防
車
両
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

し
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
多
数
の
地
区

民
の
方
々
と
触
れ
合
い
ま
し
た
。
参

加
し
た
職
員
は
、「
大
震
災
は
い
つ
起

き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
家
具
の
固

定
や
非
常
持
ち
出
し
袋
を
備
え
、
防

災
意
識
を
高
め
て
く
だ
さ
い
。」
と
訴

え
ま
し
た
。（
飯
田
仁) 

○
北
消
防
署
で
写
生
大
会 

十
月
五
日
、
学
校
法
人
松
ヶ
谷
学
園

ふ
た
ば
幼
稚
園
（
白
塚
町
）
の
園
児
四

十
一
人
が
、
北
消
防
署
の
見
学
と
写
生

大
会
に
訪
れ
ま
し
た
。 

園
児
た
ち
は
、
興
味
津
々
な
顔
付
き

で
消
防
署
の
仕
事
や
消
防
車
、
救
急
車

等
の
見
学
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
火
遊

び
の
危
険
性
な
ど
を
説
明
す
る
と
、
大

き
な
声
で
「
は
い
」
と
返
事
が
あ
り
頼

も
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
の
消
防
車
両
の
写
生
大
会

で
は
、
消
防
車
や
救
急
車
を
画
用
紙
い

っ
ぱ
い
に
か
い
て
い
ま
し
た
。
（
小
河

仁
孝
） 

ン
グ
ス
ク
ー
ル
教
習
場(

博
多
町)

で
、
採
用
五
年
未
満
の
職
員
を
対

象
に
消
防
車
両
運
転
操
作
研
修

を
行
い
ま
し
た
。 

研
修
で
は
、
長
年
機
関
員
と
し

て
消
防
車
両
を
運
転
し
て
き
た

職
員
が
、
大
型
車
両
特
有
の
死
角

や
運
転
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
、

Ｓ
字
や
ク
ラ
ン
ク
と
い
っ
た
狭

隘
な
道
を
的
確
に
通
過
で
き
る

よ
う
指
導
し
ま
し
た
。
参
加
し
た

十
六
人
の
職
員
は
、
緊
張
し
た
面

持
ち
で
よ
り
安
全
で
確
実
に
災

害
現
場
に
出
動
で
き
る
よ
う
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

（
久
保
田
芳
史) 

 
 

○
秋
の
火
災
予
防
運
動
に
伴
い 

介
護
施
設
で
訓
練
を
実
施 

 

十
一
月
十
日
、
秋
の
火
災
予
防
運

動
の
一
環
と
し
て
、
介
護
施
設
か
ざ

は
や
苑
（
戸
木
町
）
で
火
災
を
想
定

し
た
防
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

訓
練
は
、
施
設
利
用
者
二
百
十
八

人
、
施
設
職
員
三
十
人
、
戸
木
自
治

会
四
人
、
久
居
消
防
署
か
ら
十
一
人

が
参
加
し
、
通
報
、
避
難
誘
導
や
初 

 

○
消
防
車
両
運
転
操
作
研
修
を

実
施 中

消
防
署
は
、
十
月
二
十
一
日
と

二
十
八
日
の
二
日
間
、
津
ド
ラ
イ
ビ

↑
煙
体
験
を
行
う
参
加
者 

↓
心
肺
蘇
生
法
を
体
験
す

る
参
加
者 

↓
建
物
上
層
部
の
逃
げ
遅

れ
を
救
助
に
向
か
う
は
し

ご
車 

↑
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
う
救

急
隊
員 

↑
消
防
車
両
の
説
明
を
受

け
る
園
児
た
ち 

↓
写
生
大
会
を
行
う
園
児
た

ち 

↑消防車両での走行訓練の様子 
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で
津
市
消
防
団
の
有
志
に
よ

る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
が

開
催
さ
れ
、
そ
の
寄
付
金
の

一
部
か
ら
住
宅
用
火
災
警
報

器
二
百
台
が
津
市
防
火
協
会

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

 

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、

消
防
法
に
よ
り
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
諸
般
の
事
由
か
ら
未

設
置
の
御
家
庭
が
あ
り
ま

す
。
津
市
防
火
協
会
は
、
火

災
予
防
の
た
め
津
市
消
防
と

連
携
し
て
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
普
及
啓
発
を
推
進
し
て

お
り
、
こ
の
度
寄
贈
さ
れ
た

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
、
高

齢
者
等
を
対
象
に
有
効
活
用

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
田
村
公
一
） 

 

○
お
母
さ
ん
が
心
肺
蘇
生
法
を
学

ぶ 
 

十
一
月
十
九
日
、
中
消
防
署
は
橋
南

市
民
セ
ン
タ
ー
（
阿
漕
町
津
興
）
で
育

児
サ
ー
ク
ル
「
ホ
ワ
イ
ト
キ
ャ
ン
バ

ス
」
所
属
の
母
親
十
一
人
を
対
象
に
、

小
児
・
乳
児
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、

○
三
重
県
内
の
消
防
が 

警
防
技
術
を
披
露 

 
十
月
七
日
、
三
重
県
内
の
消
防
機
関

が
中
隊
活
動
に
お
け
る
技
術
を
交
換

し
、
連
携
強
化
及
び
警
防
技
術
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
三
重
県
消
防

学
校
で
警
防
技
術
交
換
会
が
開
催
さ

れ
、
津
市
消
防
か
ら
は
中
田
隆
一
指
揮

隊
長
以
下
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
津

市
消
防
は
、
中
勢
・
伊
賀
ブ
ロ
ッ
ク
の

中
隊
と
し
て
参
加
し
、
火
災
防
御
訓
練

の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
訓
練
は
、
よ
り
実
践
に
即
し
た

ブ
ラ
イ
ン
ド
方
式
（
訓
練
想
定
を
最
小

限
に
し
、
随
時
想
定
を
付
与
し
て
い
く

方
法
）
で
行
わ
れ
、
刻
一
刻
と
変
わ
っ

て
い
く
現
場
の
状
況
に
、
中
田
指
揮
隊

長
の
的
確
な
指
示
の
下
、
実
践
さ
な
が 

ら
の
緊
張
感
を
持
っ
て
訓
練
に
取
組

み
ま
し
た
。 

参
加
し
た
職
員
は
「
今
後
も
更
に
近

隣
地
域
の
消
防
機
関
と
連
携
を
強
化

し
た
い
。」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。（
西

尾
朋
也
） 

↑火災防御訓練で要救助者を救出する隊員 

↑終始熱心に講習を受ける母親たち 

↑目録を受け取る津市防火協会の松田有平

理事

↑火災防御訓練で要救助者を救出する隊員 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
及
び
気
道
異
物
の

除
去
方
法
に
つ
い
て
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

お
母
さ
ん
た
ち
は
終
始
熱
心
に
実

技
に
取
組
み
、
い
ざ
と
い
う
時
に
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
を
学
び
ま
し
た
。 

講
習
会
の
最
後
に
、
講
師
が
「
子
供

は
ま
ず
事
故
の
予
防
が
大
事
で
す
。
し

か
し
、
万
が
一
の
と
き
に
は
、
こ
の
講

習
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
く

だ
さ
い
。」
と
話
す
と
、
参
加
者
は
「

十
分
に
気
を
つ
け
て
育
児
を
し
て
い

き
ま
す
。」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。（
宮

坂
千
秋
） 

 

○
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会 

で
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
寄
贈 

 

十
一
月
十
七
日
、
伊
勢
中
川
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
一
志
町
井
生
）
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○
津
市
内
に
お
け
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
状
況 

津
市
消
防
で
は
、
津
市
内
に
お
け
る
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、

平
成
二
十
一
年
度
は
一
般
住
宅
に
対
し
て
、
ま

た
平
成
二
十
二
年
度
は
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
共

同
住
宅
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
実
態
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
津
市
内
に
お
け
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
推
計
設
置
率
は
、
六
十

五
・
三
％
で
し
た
。 

な
お
、
全
国
平
均
の
五
十
二
％
よ
り
高
い
設

置
と
な
り
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
設
置
率

が
一
〇
〇
％
に
近
く
な
る
に
つ
れ
、
火
災
に
よ

る
死
者
数
も
大
幅
に
減
っ
た
と
の
結
果
が
出

て
い
る
た
め
、
今
後
も
設
置
率
一
〇
〇
％
に
近

づ
け
る
よ
う
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

○
平
成
二
十
一
年
度
中
の
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
率
の
高
い
自
治
会
別
調
査
結
果

（
共
同
住
宅
を
除
く
。
） 

▼
設
置
率
一
〇
〇
％ 

ハ
ー
モ
ニ
ー
タ
ウ
ン
津
、
羽
所
町
第
３
、
常
磐
、

乙
部
元
町
北
、
贄
崎
町
、
北
河
路
町
、
南
さ
く
ら

が
丘
、
高
佐
、
穴
倉
、
高
野
団
地
１
、
立
町
区
、

西
町
区
、
本
町
区
、
宮
町
区
、
東
町
区
、
瀬
戸
区
、

北
家
城
区
、
藤
区
、
二
俣
区
、
真
見
区
、
城
立
区
、

小
杉
区
、
大
原
区
、
福
田
山
区
、
中
ノ
村
区
、
持

経
東
、
持
経
中
、
持
経
北
、
寺
脇
、
寺
垣
内
、
杉

平
東
、
杉
平
西
、
上
垣
内
、
下
垣
内
東
、
逢
坂
、

大
妻 

▼
九
〇
％
～
一
〇
〇
％
未
満 

虹
が
丘
団
地
５
、
中
佐
田
、
南
浜
町
、
中
町
、

桜
茶
屋
東
、
奥
佐
田
・
永
田
出
、
中
村
町
、
蔵
町
・

千
歳
町
、
猿
子
、
高
野
団
地
３
、
安
東
町
（
跡
部
）、

椋
本
１
３
－
３
、
山
田
野
北
出
区
、
奥
出
、
上
浜

町
１
丁
目
南
、
高
野
団
地
４
、
若
杣
、
高
野
団
地

７
、
ビ
オ
ガ
ー
デ
ン
新
町
、
港
海
岸
、
桂
畑 

▼
八
〇
％
～
九
〇
％
未
満 

足
坂
、
野
田
１
、
乙
部
平
和
中
、
高
野
団
地
６
、

瑞
穂
、
丸
之
内
緑
町
南
、
上
出
、
掛
田
、
桜
橋
３

丁
目
南
、
小
森
向
山
苑
、
中
新
町
中
、
家
所
、
持

経
西
、
一
区
、
栗
真
町
屋
町
志
登
茂
、
川
口
・
南

区
、
高
野
団
地
２
、
八
対
野
５
区
、
高
野
団
地
５
、

柳
山
港
中
路
町
、
東
下
、
西
裏
岩
田
・
桜
ヶ
岡
、

井
の
口
、
桜
が
丘
町A

、
栄
町
２
丁
目
南
、
山
之

瀬
古
町
、
越
知
、
宮
垣
内 

▼
七
〇
％
～
八
〇
％
未
満 

一
身
田
志
登
茂
第
３
、
岡
区
、
栄
町
３

丁
目
北
、
丸
之
内
緑
町
北
、
玉
置
町
、
栗

真
町
屋
町
根
上
り
、
船
山
、
新
町
一
丁
目

北
、
上
浜
町
３
丁
目
北
、
弓
之
町
南
、
榊

原
６
、
北
垣
内
、
弓
屋
敷
、
口
佐
田
、
榊

原
２
、
野
口
、
榊
原
４
区
下
、
中
之
番
町
、

小
野
区
、
宮
崎
、
桜
、
中
町
、
中
井
生
、

栄
町
４
丁
目
、
垣
内
、
出
口
、
虹
が
丘
団

地
２
、
上
ノ
村
・
辻
、
安
東
町
（
鹿
毛
）、

八
町
一
丁
目
第
２
、
片
浜
町
、
丸
之
内
本

町
１
丁
目
、
岩
脇
区
、
山
田
野
上
出
区
、

大
野
東
、
川
口
・
北
区
、
榊
原
３
、
む
つ

み
ヶ
丘
、
榊
原
４
区
上
、
広
明
町
第
２
、

中
俣
、
中
瀬
、
的
場
中
河
原
、
緑
の
街
、

神
納
町
土
手
、
白
塚
美
松
園
、
本
郷
西
町
、

弓
之
町
北
、
遠
河
、
下
登
、
上
浜
町
１
丁

目
北
、
丸
之
内
本
丸
、
分
部
町 

区
、
大
字
殿
村
（
五
軒
町
）、
中
原
、
八
町

二
丁
目
南
、
新
町
二
丁
目
第
１
、
上
浜
町

３
丁
目
南
、
南
新
町
第
３
、
瀬
之
原
、
泉

ヶ
丘
、
大
谷
町
第
１
、
広
明
町
第
３
、
大

字
分
部
（
十
王
）、
二
ノ
町
４
、
其
倉
、
三

郷
、
つ
つ
じ
が
丘
、
白
山
台
・
３
、
新
町

５
、
岩
田
町
、
上
稲
葉
、
大
字
殿
村
、
中

河
原
、
緑
の
街
、
神
納
町
土
手
、
白
塚
美

松
園
、
本
郷
西
町
、
弓
之
町
北
、
遠
河
、

下
登
、
上
浜
町
１
丁
目
北
、
丸
之
内
本
丸
、

分
部
町

資料（総務省消防庁） 
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北消防署 
庶務予防担当 

消防担当 

                               

                              

                              

                              

  

特特特集集集！！！消消消防防防署署署紹紹紹介介介  北北北消消消防防防署署署   

と
て
も
き
れ
い
な
景
色
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
様
な
地
域
の
多
様
性
か

ら
各
種
災
害
発
生
の
危
険
性
が

高
く
な
っ
て
お
り
、
山
の
事
故
か

ら
海
の
事
故
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
北
消
防
署
に
は
署
長
以

下
六
十
五
人
が
勤
務
し
、
活
動
の

基
本
と
し
て
、「
職
員
同
士
の
つ

な
が
り
」「
地
域
住
民
と
の
つ
な

が
り
」
等
あ
ら
ゆ
る
「
つ
な
が
り

（
結
び
つ
き
）」
を
大
切
に
し
、

「
市
民
の
安
全
・
安
心
」
を
守
る

た
め
に
士
気
の
高
揚
、
技
術
の
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

北
消
防
署 

  
 
 
 
 
 

北
消
防
署 

 
 
 
 
 
 

署
長 

小
倉
克
仁

 

北
消
防
署
は
、
津
市
栗
真
中
山
町

に
あ
り
、
津
市
消
防
管
内
の
北
部
を

管
轄
し
、
一
消
防
署
二
分
署
体
制
を

と
っ
て
い
ま
す
。 

 

管
内
の
特
長
と
し
て
は
、
栗
真
、

一
身
田
地
区
を
中
心
に
国
立
大
学
法

人
三
重
大
学
、
県
立
看
護
大
学
、
市

立
三
重
短
期
大
学
、
私
立
高
田
短
期

大
学
な
ど
の
文
教
施
設
や
国
立
医
療

法
人
三
重
大
学
付
属
病
院
、
独
立
行

政
法
人
国
立
病
院
機
構
三
重
病
院
な

ど
の
医
療
福
祉
施
設
が
多
く
あ
り
、

高
田
本
山
専
修
寺
を
中
心
と
し
た
歴

史
的
な
建
造
物
や
古
い
町
並
み
も
残

っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
北
西
部
の
大
里
・
河
芸
地

区
に
は
中
勢
バ
イ
パ
ス
が
走
り
、
沿

線
に
は
産
業
振
興
の
拠
点
を
目
指
す

公
的
工
業
団
地
で
あ
る
中
勢
北
部
サ

イ
エ
ン
ス
シ
テ
ィ
が
あ
り
、
多
く
の

企
業
が
進
出
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

西
部
山
間
部
に
は
経
が
峰
や
錫
杖
ヶ

岳
と
い
っ
た
名
峰
が
、
東
部
海
岸
地

区
は
松
林
や
マ
リ
ー
ナ
と
い
っ
た
、

と

↑芸濃分署 

↑河芸分署 

↑北消防署 

芸芸

濃濃

分分

署署  

 

河河

芸芸

分分

署署  
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○
編
集
後
記 

近
年
の
エ
コ
ブ
ー
ム
や
健

康
志
向
の
高
ま
り
か
ら
自
転

車
に
乗
る
人
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
私
も
天
気
の
い
い
日

や
近
く
に
出
か
け
る
と
き
な

ど
は
、
自
転
車
を
よ
く
使
い
ま

す
。
そ
れ
と
同
時
に
自
転
車
に

よ
る
交
通
事
故
が
全
国
的
に

多
発
し
て
い
ま
す
。
自
転
車

は
、
手
軽
で
誰
で
も
乗
れ
る
便

利
な
乗
り
物
で
あ
る
た
め
、
車

の
よ
う
な
危
険
な
乗
り
物
で

あ
る
認
識
が
薄
い
の
も
事
実

で
す
。 

自
転
車
は
、
軽
車
両
で
あ
り

道
路
交
通
法
の
規
制
を
受
け

ま
す
。
携
帯
電
話
で
メ
ー
ル
を

打
ち
な
が
ら
や
ヘ
ッ
ド
フ
ォ

ン
で
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
自

転
車
に
乗
っ
て
い
る
人
を
最

近
多
く
見
掛
け
ま
す
が
、
こ
れ

は
立
派
な
道
路
交
通
法
違
反

で
す
。
自
転
車
も
ひ
と
た
び
歩

行
者
と
ぶ
つ
か
れ
ば
、
加
害
者

と
な
る
の
で
す
。
自
転
車
に
よ

る
交
通
事
故
を
減
ら
す
た
め

に
も
交
通
法
規
と
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う
。（
高
橋
直
通
） 
～～平平成成２２２２年年１１１１月月末末ままででのの災災害害～～  

火火  災災    9988 件件（（110011 件件））  

救救  急急    1111,,008899 件件（（1100,,446699 件件））  

救救  助助    110088 件件（（115500 件件））  
          （（））内内はは前前年年同同期期  

ごご家家庭庭にに住住宅宅火火災災警警報報器器をを設設置置ししまましし

ょょうう！！  
消消防防法法のの一一部部改改正正及及びび火火災災予予防防条条例例のの改改正正

にによよりり、、平平成成 2200 年年 66 月月かからら住住宅宅用用火火災災警警報報

器器のの設設置置がが義義務務付付けけらられれままししたた。。  

○
消
防
標
語
で
最
優
秀
賞 

 

九
月
二
十
六
日
、
子
供
た
ち
に
防
災

に
つ
い
て
、
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
三

重
県
と
尾
鷲
市
は
県
立
熊
野
古
道
セ

ン
タ
ー
（
尾
鷲
市
）
で
「
み
え
風
水
害

対
策
の
日
防
災
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま

し
た
。 

 

そ
の
中
で
、
学
校
や
家
庭
、
職
場
な

ど
の
風
水
害
や
地
震
に
対
す
る
防
災

意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
募
集
し
た
「
み
え
防
災
標
語
」
の

授
賞
式
が
あ
り
、
久
居
消
防
署
の
石
原

幸
広
消
防
士
が
、
一
般
（
高
校
生
以
上
）

の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
度
「
み
え
防
災
標
語
」

一
般
（
高
校
生
以
上
）
の
部
最
優
秀
賞

「
大
地
震 

備
え
て
護
る 

 

家
族
の
笑
顔
」

○
平
成
二
十
三
年
一
月
十
六
日
（
日
）

 

▽
第
一
部 

 

◆
式
典
（
津
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

３
階
お
城
ホ
ー
ル
）
九
時
～ 

▽
第
二
部 

◆
木
遣
り
（
津
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ

ザ
南
側
道
路
）
十
時
三
十
分
～ 

 

◆
分
列
行
進
（
津
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ

ラ
ザ
南
側
道
路
）
十
時
五
十
五
分
～

 
◆
一
斉
放
水
（
お
城
公
園
西
側
お

堀
）
十
一
時
二
十
分
～ 

 

↑野呂知事から表彰状を受け取る石原消防士 
 

↑
十
一
月
十
日
、
独
立
行
政

法
人
国
立
病
院
機
構
三
重

病
院
で
行
わ
れ
た
訓
練
の

様
子 

↓
十
月
八
日
、
久
居
消
防
署

に
写
生
大
会
の
た
め
訪
れ

た
成
美
小
学
校
の
児
童 

☆ 

主
な
行
事
予
定 

☆ 
 

◆
十
二
月
十
五
日
（
水
）
～
一
月
十
五

日
（
土
） 

 

年
末
年
始
消
防
特
別
警
戒
（
津
市
内

全
域
） 

 

◆
十
二
月
十
八
日
（
土
） 

 

津
市
消
防
音
楽
隊
三
十
五
周
年
記

念
演
奏
会
（
津
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
）

 

◆
十
二
月
二
十
七
日
（
月
） 

 

津
市
消
防
団
出
陣
式
（
メ
ッ
セ
ウ
イ

ン
グ
み
え
） 

 

◆
一
月
十
六
日
（
日
） 

 

津
市
消
防
出
初
め
式
（
津
リ
ー
ジ
ョ

ン
プ
ラ
ザ
） 

 
 ◆

一
月
二
十
六
日
（
水
） 

文
化
財
防
火
デ
ー 

 


